
科目名 履修学年 ３年 選択者 組

学
期

月
時
間
数

評
価
区
分
1

評
価
区
分
2

☆３ 回目以降の授業から は、 生徒たちの希望に応じ た入試問題を扱う 。

プリ ン ト ①（ 長文問題： 東京理科大・ 文法問題： 河合塾全統記述模試）

プリ ン ト ②（ 長文問題： 関西学院大・ 文法問題： 河合塾全統記述模小テスト ①

プリ ン ト ③（ 長文問題・ 文法問題） 小テスト ②

プリ ン ト ④（ 長文問題・ 文法問題） 小テスト ③ 10

プリ ン ト ⑤（ 長文問題・ 文法問題） 小テスト ④

プリ ン ト ⑥（ 長文問題・ 文法問題） 小テスト ⑤

プリ ン ト ⑦（ 長文問題・ 文法問題） 小テスト ⑥

プリ ン ト ⑧（ 長文問題・ 文法問題） 小テスト ⑦

プリ ン ト ⑨（ 長文問題・ 文法問題） 小テスト ⑧

プリ ン ト ⑩（ 長文問題・ 文法問題） 小テスト ⑨

10

プリ ン ト ⑪（ 長文問題・ 文法問題） 小テスト ⑩

プリ ン ト ⑫（ 長文問題・ 文法問題） 小テスト ⑪

プリ ン ト ⑬（ 長文問題・ 文法問題） 小テスト ⑫

プリ ン ト ⑭（ 長文問題・ 文法問題） 小テスト ⑬

8

※全体で行う 授業は10月の中間考査前までと し 、 それ以降は希望者のみ講習会と する。

高校 1～9

生徒のレ ベルに応じ て、 大学の過去問題や模試の問題を 解く こ と で、 大学入試に対応でき る思考力を 養成する。 また、 毎回の
小テスト を 行う こ と により 、 学習内容の定着を はかる。

評価方法

各観点の授業内
評価方法等

教科名 

数多く の入試問題を解こ と により 、 語彙・ 文
法・ 背景知識の獲得を目指す。

実際に入試で出題さ れた長文問題を解く だけで
なく 、 要約やリ テリ ング活動を通し て筆者の意
図を読み解き 、 それを自分の言葉で表現でき る
こ と を目指す。

様々な英文・ 問題を解く こ と で得た知識を使い、 自
分の意見を自由英作文を通表現でき るよう にするこ
と を目指す。 、

小テスト ( 30%)

授業内の活動（ 10%）

主体的に学習に取り組む姿勢

自由英作文の提出（ ２ 0%）

授業内の活動（ 10%）

単位数

学習目標

評価観点

２ 単位

評価規準

宮岡 良二

3

担当者

11

12

1

2

3

5

6

7

8

9

10

英語 自選英語総合A

知識・技能 思考・判断・表現

学習内容・学習単元・学習到達目標等

40% 30% 30%

授業計画

自作プリ ン ト
使用教科書
補助教材等

要約の取り 組み・ 提出( 20%)

授業内の活動（ 10%）

１
学
期
中
間
考
査
ま
で

１
学
期
期
末
考
査
ま
で

２
学
期
中
間
考
査

2
学
期
期
末
考
査

学期末の
各観点比率(%)

4

1

2



科目名 履修学年 ３年 組

学
期

月
時
間
数

評
価
区
分
1

評
価
区
分
2

THE LEVELS 2

共通テスト ド リ ル

THE LEVELS 3

共通テスト ド リ ル 20

THE LEVELS 4

共通テスト ド リ ル

20

大学入試問題演習

共通テスト 対策Reach

20

大学入試問題演習

共通テスト 対策Reach

20

学期末の
各観点比率(%)

4

英語 英語コ ミ ュ ニケーショ ンⅢ

知識・技能 思考・判断・表現

学習内容・学習単元・学習到達目標等

40% 40% 20%

授業計画

1

大学入試レ ベル別英語長文問題集THE LEVELS 2, 3, 4（ 旺文社）

共通テスト ド リ ル英語リ ーディ ン グ10mi nut es ( Z-KAI )

大学入試共通テスト 対策Reach40( Readi ng) ,  Reach30( Li st eni ng)  ( 美誠社)

使用教科書
補助教材等

定期テスト

2

3

担当者

11

12

1

2

3

5

6

7

8

9

10

授業内の言語活動 授業内の言語活動

フ ォ ロー課題への取り 組み フ ォ ロー課題への取り 組み

単位数

学習目標

評価観点

4

評価規準

幸治

高校 1,2

1学期は『 THE LEVELS』 シリ ーズを解き 進めるこ と で解答力と 語彙力の養成を図る。 またフ ォ ローと し てプリ ント 課題では英文和訳、 和文英訳、 テーマ英作文などを解
き 、 難関大学入試へ向けた基礎固めをする。 2学期は基本的に大学入試過去問演習を行い、 合格のための思考力・ 判断力を養っ ていく 。 また1, 2学期を通じ て定期的に
『 共通テスト ド リ ル』 『 共通テスト 対策』 を扱い、 読解スピード と 正確性を向上するこ と を図る。 更にGELPの活用を促し 、 リ スニングやテーマ英作文の経験を補っ てい
く 。

評価方法

各観点の授業内
評価方法等

教科名 

・ 英語の特徴やき まり に関する事項を理解し てい
る。 ・ コ ミ ュ ニケーショ ンを行う 目的や場面に応
じ ， 日常的な 話題や社会的な話題について， 聞く ・
読む・ 書く ・ 伝える技能を身に付けている。

コ ミ ュ ニケーショ ンを行う 目的や状況などに応じ て，
日常的・ 社会的な話題につい て， 必要な情報を聞き
取り ， 読み取り ， 要点を捉え， また情報や考えを 論
理性に注意し て話し たり ， 書いて伝えている。

外国語の背景にある文化に対する理解を深め， 書き 手， 読
み手， 話し 手， 聞き 手に配慮し ながら ， 主体的， 自律的に
英語を用いてコ ミ ュ ニケーショ ンを図ろ う と し ている。

定期テスト

授業内の言語活動

フ ォ ロー課題への取り 組み

主体的に学習に取り組む姿勢

定期テスト

１
学
期
中
間
考
査

１
学
期
期
末
考
査

２
学
期
中
間
考
査



科目名 履修学年 ３年 組

幸治 柴山

吉澤

学
期

月
時
間
数

評
価
区
分
1

評
価
区
分
2

ELEMENT Ⅱ　 Lesson6

高校中級用　 入試長文を よ むためのパラ グラ フ ・ リ ーディ ン グ第1日～第13日

英語リ ーディ ン グ 10mi nut es 1-1 ～ 8-4 

22

ELEMENT Ⅱ　 Lesson7

高校中級用　 入試長文を よ むためのパラ グラ フ ・ リ ーディ ン グ第14日～第30日

英語リ ーディ ン グ 10mi nut es 9-1～17-4

19

ELEMENT Ⅱ Lesson8

Pr axi s( St age1 No. 1～7)

大学入試共通テスト 対策 Reach40( Readi ng)  第1回、 第2回

20

Pr axi s( St age2 No. 1～7)

大学入試共通テスト 対策 Reach40( Readi ng)  第3回、 第4回

20

１
学
期
中
間
考
査

１
学
期
期
末
考
査

２
学
期
中
間
考
査

高校 3～9

通年でシステム英単語、 GELP課題に取り 組み、 基礎的な力の育成を目指す。 2年次から 継続のReadi ng教材に加え、 1学期ではパラ グラ フ リ ーディ ングにより 、 読解の基
礎を学び、 2学期にはPraxi sにより 、 大学入試に対応でき る実践的な読解力を養う 。 共通テスト 形式の問題にも 、 1学期、 2学期に演習を積む。

評価方法

各観点の授業内
評価方法等

教科名 

GELP音読得点

・ 英語の特徴やき まり に関する事項を理解し てい
る。 ・ コ ミ ュ ニケーショ ンを行う 目的や場面に応
じ ， 日常的な 話題や社会的な話題について， 聞く ・
読む・ 書く ・ 伝える技能を身に付けている。

コ ミ ュ ニケーショ ンを行う 目的や状況などに応じ て，
日常的・ 社会的な話題につい て， 必要な情報を聞き
取り ， 読み取り ， 要点を捉え， また情報や考えを 論
理性に注意し て話し たり ， 書いて伝えている。

①知識・ 技能の獲得や課題解決に向けた粘り 強い取組、 ②
自ら の学習を振り 返り 調整し よう と する「 自己調整」 の姿

定期テスト ・ 朝テスト

主体的に学習に取り組む姿勢

GELP課題

10

単位数

学習目標

評価観点

4

評価規準

使用教科書
補助教材等

定期テスト

2

3

担当者

11

12

1

2

3

5

6

7

8

9

システム英単語
テスト

学期末の
各観点比率(%)

4

英語 英語コ ミ ュ ニケーショ ンⅢ

知識・技能 思考・判断・表現

学習内容・学習単元・学習到達目標等

30% 30% 40%

授業計画

1

システム英単語,  高校中級用　 入試長文を よ むためのパラ グラ フ ・ リ ーディ ン グ

Praxi s Level 2( Z-KAI ) ,  大学入試共通テスト 対策 Reach40( Readi ng)

英語学習アプリ "GELP",  英語リ ーディ ング 10mi nut es

GELP課題
（音読課題含む）

GELP課題
（音読課題含む）

GELP課題
（音読課題含む）



科目名 履修学年 ３年 組

学
期

月
時
間
数

評
価
区
分
1

評
価
区
分
2

プリ ン ト ①

プリ ン ト ②

プリ ン ト ③

中間試験

プリ ン ト ④ 6

プリ ン ト ⑤

プリ ン ト ⑥

プリ ン ト ⑦

プリ ン ト ⑧

期末試験 10

プリ ン ト ⑨

プリ ン ト ⑩

プリ ン ト ⑪ 6

中間試験

プリ ン ト ⑩

プリ ン ト ⑪

プリ ン ト ⑫

プリ ン ト ⑬

プリ ン ト ⑭ 10

学期末の
各観点比率(%)

4

英語 自選英語総合B

知識・技能 思考・判断・表現

学習内容・学習単元・学習到達目標等

60% 30% 10%

授業計画

1

入試問題（ プリ ン ト ）
使用教科書
補助教材等

定期テスト

2

3

担当者

11

12

1

2

3

5

6

7

8

9

10

授業内の言語活動、 グループワーク 授業態度

単位数

学習目標

評価観点

2

評価規準

吉澤　 稔

高校 １～９

プリ ン ト で大学の過去問題を 解き 、 大学入試問題に必要な知識・ 技能等を 確認する 。 それを 基に、 必要と さ れる 力を つける ための取り 組
みを 行う 。

評価方法

各観点の授業内
評価方法等

教科名 

・ 英語の特徴やき まり に関する事項を理解し てい
る。 ・ コ ミ ュ ニケーショ ンを行う 目的や場面に応じ ，
日常的な 話題や社会的な話題について， 聞く ・ 読
む・ 書く ・ 伝える技能を身に付けている。

コ ミ ュ ニケーショ ンを行う 目的や状況などに応じ て，
日常的・ 社会的な話題につい て， 必要な情報を聞き
取り ， 読み取り ， 要点を捉え， また情報や考えを 論
理性に注意し て話し たり ， 書いて伝えている。

外国語の背景にある文化に対する理解を深め， 書き 手， 読
み手， 話し 手， 聞き 手に配慮し ながら ， 主体的， 自律的に
英語を用いてコ ミ ュ ニケーショ ンを図ろ う と し ている。

定期テスト

授業内の言語活動

主体的に学習に取り組む姿勢

授業内の言語活動、 グループワーク

１
学
期
中
間
考
査

１
学
期
期
末
考
査

２
学
期
中
間
考
査

2
学
期
期
末
考
査



科目名 履修学年 3年 1-9 組

学
期

月
時
間
数

評
価
区
分
1

評
価
区
分
2

UNIT1　エコ商品

UNIT2  エコカー

UNIT3  企業の環境意識

UNIT6　エコツーリズム

ディベート　「エコツアーに賛成？反対？」

UNIT7  環境問題と南北問題

UNIT8  地雷のある世界

UNIT12 医療支援

UNIT13 経済支援

UNIT14 教育支援

評価方法

教科名 外国語 論理・ 表現Ⅲ 中学・高校

単位数 2単位
使用教科書
 補助教材等

世界を 読み解く 英語リ ーディ ン グ（ アルク ）

担当者 小松/濵口/宮岡/金岡
VI SI ON QUEST論理表現Ⅲ（ 啓林館）

学習目標
英語の技能・ 知識のみなら ず、 世界で起き ている諸問題（ 環境問題・ 難民問題・ 戦争・ 飢餓など） についての知識を英文を通し て会得し 、 問題解決に向けた自分の意見
を協働議論を通し て構築する。 最終的には、 医療支援、 教育支援、 自立支援、 経済支援、 平和活動のために、 何ができ るかを考え、 具体的な形と する。 同時に、 入試突
破に向けた読解力、 英作文力を磨く 。

20%

授業計画

評価観点 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む姿勢

評価規準

未知の素材に対する読解、聴解力が身についている。
世界を取り巻く様々な社会問題についての基礎知識が身
についている。

環境問題、地雷、貧困、難民、飢餓などの諸問題について、
基礎知識を基に自らの意見を構築し、英語で議論したり
伝えあったりできる。

世界を読み解こうとする意欲
意見を持ち、仲間との議論に積極的に取り組む

5
環境サミット"Eco-friendly Japan" （パフォーマンステスト・発表）

学習内容・学習単元・学習到達目標等

各観点の授業内
評価方法等

定期考査 定期考査 パフ ォ ーマンステスト

パフ ォ ーマンステスト

学期末の
各観点比率(%) 40% 40%

8

期
末
考
査

パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
テ
ス
ト

1

4
UNIT4  エコ改築

10

中
間
考
査

6
UNIT10 飢餓のある世界

12

UNIT5  絶滅危惧種の保護

☆毎時間、背景知識の確認、英文読解、英語での議論を行う

UNIT11 格差のある社会

7

12

パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
テ
ス
ト

2

9
UNIT15 自立支援

9

学
年
末
考
査

UNIT16 平和への祈り

発表活動

10

12

11

3

1

2

3

考査終了後は、教科書『Vision Quest論理表現Ⅲ』より、共通テスト形式の演習や、入試頻出テーマ、あるい
は出題が予想されるテーマを用いた議論、英作文演習を行う。
随時、クラスに応じた入試問題演習も行う。
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